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No.393

筑後市のシンボル

市の木 クスノキ
市の花 サザンカ

1日  歳末たすけあい運動はじま

る

2日  行政区長会役員会
4日  一 日人権擁護委員街頭啓ヌたく

5日  農業委員会 国民生委員会

6日  第 5国 人権 を考える市民の
つ どい

10日  定例市議会は じまる(予定 )
13日  溝口かまどオ申社 きせる祭 η

22日  冬至 □農業委員会
27日  ご用納め

31日  61年工業統計調査及び石油

等消費構造統計調査基準 日

〔相談〕心配ごと相談・交通事故

ホロ言炎 (4 ・11・ 18・ 25日 )、 人権キロ

言炎 (9日 )、イ子政本日言炎。ン肖費生ツ舌本目

談 (17日 )

今月の税  固定資産税  第 3期
国民健康保険税第 6期

この防火ポスターと標語は、市

内の小学生から募集 したもの (絡

応募数一ボスター165点、標語 192.

点)で、最優秀作品です。

ポスターは石橋麻耳[さ ん、標語

は井上茂利 さん (二人とも二川小

学校 4年生)の作品です。

このほか、防災協会賞にはポス

ター=田中学さん (松原月ヽ学校 6

年)、 標語=太田裕子 さん (西牟

田小学校 6年)が選ばれました。

,って火の用tu
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報 ち くご昭和61年 12月 1日  393号

喜びの受賞の皆 さん

一
月
　
▽
熊
野
神
社
鬼
夜

（追
鮮
祭
）

▽
消
防
出
初
め
式
　
▽
成
人
式

（該
当

者
五
百
四
十
人
）
　
▽
行
政
改
革
推
進

委
員
会
を
設
置

（市
の
行
政
改
革
に
つ

い
て
審
議
は
じ
ま
る
）

二
月
　
▽
春
の
火
災
予
防
運
動
は
じ
ま

る二
月
　
▽
松
原
小
学
校

・
二
川
小
学
校

校
舎
完
成
　
▽
下
妻
小
学
校

・
古
島
小

学
校
体
育
館
完
成
　
▽
市
議
会

（定
例

会
）
を
開
く

（市
長
の
改
選
期
の
た
め

四
・
五
・
六
月
の
三
カ
月
暫
定
予
算
な

ど
三
十

一
議
案
を
審
議
可
決
）
　
▽
文

化
振
興
事
業

「日
本
の
音
楽
展
」
を
開

く
　
▽
西
牟
田
三
柱
神
社
稚
児
浮
立

▽
歩
け
歩
け
史
跡
め
ぐ
り

四
月
　
▽
春
の
交
通
安
全
運
動
は
じ
ま

る
　
▽
春
の
防
犯
運
動
は
じ
ま
る
　
▽

市
税
等
の
口
座
振
替
に
よ
る
納
税
制
度

を
導
入
　
▽
中
小
企
業
融
資
制
度
を
改

正

（設
備
融
資
二
千
万
円
の
新
設
及
び

融
資
利
率
を
〇
・
五
ど
引
下
げ
な
ど
）

▽
市
営
駐
車
場
オ
ー
プ
ン

（ル
ー
プ
陸

橋
内
）
　
▽
体
育
館
な
ど
の
夜
間
使
用

を
有
料
化

（照
明
器
具
使
用
料
）
　
▽

近
藤
廣
康
市
長
無
投
票
当
選
　
▽
劇
団

き
ゃ
ら
ば
ん
の

「ザ
・
結
婚
」
を
公
演

▽
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

五
月
　
▽
川
と
水
を
守
る
市
民
運
動

（

全
市

一
斉
清
掃
を
実
施

）
　

▽
山
樋

宙

祭

（
真
本
和
泉
守
慰
霊
祭

）
　

▽
体
力

づ
く

り
歩

け
歩

け
大
会

　

▽
少
年

ソ
フ

ト
ボ

ー

ル

・
子
ど
も
会

ド

ッ
ジ
ボ
ト

ル

大
会

　

▽
壮
年

ツ
フ
ト
ボ

ー

ル
大
会

▽
田
中

虎
市
市
長
退
任
　

▽
近
藤
廣

康

市
長
就
任

六
月

　

▽
市
議
会

（定

例
会

）
を
開
く

（
暫
定

予
算

で
あ

っ
た
た
め
、
本
予
算

を
。
老

人
保
健
法

の
制
定

に
伴

い
、
市

民

の
健
康
増
進

な
ど

に
道
切

に
対
処
す

る
た
め
、
市
民
課
国
民
健
康
保
険
係
と

衛
生
課
保
健
衛
生
係
を
統
合

し
、
保
健

管

理
課
を
新
設
す

る
市
役
所
課
設
置
条

例

の

一
部
を
改
正
す

る
条
例
な
ど
、

二

十
四
議
案
を
審
議

可
決

▼
　

▽
市

民
芸

能

の

つ
ど

い
　

▽
市
民
歩

け
歩

け
大
会

▽
童
謡

・
唱
歌
を

歌
う

つ
ど

い

七
月

　

▽
事
業
所
統
計
調
査
が
行
わ
れ

る
　

▽
人
権
啓
発
推
進
大
会
を
開
く

（

同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間

）
　

▽
衆

・

参
議
院
議
員

の
同

日
選
挙
が
行

わ
れ

る

〔
第
十

四
投
票

区

（欠
塚
区
を
除
く
筑

後
北
校
区

）
の
投
票
所
が

一
条
公
民
館

か
ら
筑
後
北

小
学

校

へ
変
更
〕
　

▽
市

議
会

（
臨
時
会

）
を
開
く

（老

人
ホ
ー

ム
、
羽
犬
塚
小
学
校
改
築

な
ど
三
議
案

を
審
議

可
決

）
　

▽
夏

の
交
通
安
全
運

動

は
じ
ま

る
　

▽
く
じ
付

き
暑
中

見
舞

は
が

き
が
発
売

さ
れ

る
　

▽
船

小
屋
温

泉
鮎

ま

つ
り
　

▽
市
民
福
祉

の

つ
ど

い

▽
ド
バ
ト
駆
除

（
一
回
目

）
　

▽
木
本

保
男
助
役
退
任

八
月

　

▽
市
弓
道
場

オ
ー
プ

ン
　

▽
少

年
水
泳
大
会

　

▽
夏

の
防
犯
運
動

は
じ

ま
る
　

▽
船

小
屋
花
火
大
会

　

▽
金
融

機
関

は
第

二

。
第
二
土
曜

日
が
休

み
に

な
る
　

▽
市
役
所

の
事
務
機
構

の

一
部

が
変

わ

る

（環
境

課
を
新
設

）

▽
校

区
公
民
館
対
抗
親
善
野
球
大
会

　

▽
市

内

一
周
ナ
イ
ト

ハ
イ
キ

ン
グ
　

▽
口
中

交
流
合

同
演
奏
会

を
開
く
　

▽
市
議
会

（
臨
時
会

）
を
開
く

（古

川
小
学
校
校

舎

・
給
食
室
改
築

や
高

山
武

助
役
を
選

任

）
　

▽
ド
バ
ト
駆
除

（
二
回
目

）

▽
久
富
区
熊
野
神
社
盆
綱
引

き
　

▽
水

田
天
満
宮
千
燈

明
祭

九
月

　

▽
市
議
会

（定
例
会

）
を
開
く

（初

め

て
百
億
円
を
超

え
た
昭
和

六
十

一
年

度

一
般
会

計
予
算

、
教
育
委
員

の

選
任
な
ど
十

一
議
案
を
審
議

可
決

）

▽
ち

っ
ご
祭
り

（
行
政
区
対
抗
親
善

カ

ラ
オ
ケ
大
会
、

ミ
ス
ち
く
ご

コ
ン
テ

ス

ト
な
ど
開
く

）

▽
消
防
団
消

防
操
法
大

〈
ム
　
▽
筑
後
地
区

マ
マ
さ
ん

コ
ー
ラ
ス

祭
を
開
く

　

▽
老

人
福
祉
大
会
を
開
く

▽
秋

の
交
通
安
全
運
動

は
じ
ま

る
　

▽

濤

日
か
ま
ど
神
社
千
燈

明
祭

　

▽
船
小

屋
中
ノ
島
公
園
整
備
事
業
起
工
式

十
月
　
▽
商
業
統
計
調
査
、
商
業
実
態

基
本
調
査
が
行
わ
れ
る
　
〉
赤
い
羽
根

共
同
募
金
は
じ
ま
る
　
▽
行
政
改
革
推

進
委
員
会
の
答
申
ま
と
ま
る
　
▽
市
民

体
育
祭
を
開
く
　
▽
戦
没
者
追
悼
式

▽
市
民
文
化
祭
を
開
く
　
▽
大
正
院
顕

彰
祭
、
益
田
素
平
翁
頌
徳
祭
　
▽
水
田

天
満
宮
稚
児
風
流

十

一
月
　
▽
市
民
美
術
展
を
開
く
　
▽

市
民

ハ
イ
キ

ン
グ
　

▽
秋
季
火
災
予
防

運
動

は
じ
ま

る
　

▽
筑
後
地
区
家
庭
婦

人
バ

レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
を
開
く

十

二
月

　

▽
人
権
を
考

え
る
市

民

の

つ

ど

い
を
開
く
　

▽
歳
末

た
す

け
あ

い
運

動

は
じ
ま
る
　

▽
市
議
会

（定

例
会

）

を
開

く

（
昭
和

六
十
年
度
歳

入
歳
出
決

算

の
承
認

な
ど

）
　

▽
工
業
統
計
調
査

石
油
等
消
費
構
造
統
計
調
査

が
行

わ
れ

る
　

▽
溝

口
か
ま
ど
神
社

き

せ
る
祭

り

会 政

市社

功

労

者

を

表

彰

市
で
は
、
十

一
月
七
日
、
勤
労
婦
人

セ
ン
タ
ー
で
市
政
功
労
者
と
社
会
功
労

者
の
表
彰
を
行
い
、
市
の
政
治
、
経
済

文
化
、
社
会
、
教
育
な
ど
市
政
の
振
興

に
貢
献
さ
れ
た
七
人
を
表
彰
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
方
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

（敬
称
略

・
五
十
音
順
）

⑬
地
方
自
治
功
労

市
議
会
議
員
　
江
崎
　
賓

（和
泉
東
）

同
　
　
　
　
　
近
藤
喜
助

（水
田
下
）

同
　
　
　
　
　
住
吉
　
満

（熊
野
）

同
　
　
　
　
　
田
中
虎
市

（上
町
）

行
政
区
長
　
　
士口
山
賓
雄

（西
原
東
）

団
叙
勲

・
褒
賞
受
賞

教
育
功
労
　
　
山
日
静
夫

（羽
犬
塚
）

金
品
寄
贈
　
　
隈
本
美
智
子
（和
泉
中
）

市
政
、
社
会
功
労
者
表
彰
は
、
市
制

施
行
三
十
周
年
を
記
念
し
て
始
め
た
も

の
で
、
今
回
で
三
回
目
。
被
表
彰
者
は

合
わ
せ
て
百
三
十

一
人
、
五
団
体
と
な

っ
た
。

(2)



広報 ち くご

ゆ

く

年

く

る

年

み

ん

な

で

防

犯

十
二
月

一
日
か
ら
来
年

一
月
十
日
ま

で
、
年
末
年
始
の
特
別
警
戒
期
間
で
す

私
た
ち

一
人

一
人
が
防
犯
に
協
力
し

て
犯
罪
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
、

年
末
年
始
に
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

犯
罪
の
な
い
明
る
く
楽
し
い
お
正
月
を

迎
え
ま
し
ょ
う
。

暴
力
は

ど
ん
な
こ
と
で
も
‐１０
番

暴
力
団
は
今
、
門
松
な
ど
を
売
り
こ

み
、
資
金
源
を
獲
得
し
よ
う
と
必
死
に

な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
を
泣
か
す
暴

力
回
を
壊
滅
さ
せ
る
た
め
、
門
松
な
ど

来
年
七
月
は
、
農
業
委
員
会
委
員
の

選
挙
で
す
。
こ
の
た
め
農
業
委
員
会

（

水
田
洋
会
長
）
で
は
、
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
の
配
布
と

取
り
ま
と
め
を
、
行
政
区
長
さ
ん
に
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

選

挙
人
名

簿
登

載

申
請
書

は

１
月
１０
日
ま
で
に
提
出
く
だ
さ
い

を
売
り
込
み
に
来
た
と
き
は
は
っ
き
り

と
断
り
ま
し
ょ
う
。

威
圧
的
態
度
に
で
た
と
き
は
、
す
ぐ

一
一
〇
番
し
ま
し
ょ
う
。

カ
ギ

か

け

は

家

族

み

ん

な

の
合

言
葉

筑
後
警
察
署
で
は
、
今
年
十
一
月
ま

で
に
盗
み
で
五
十
五
人
を
検
挙
し
て
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
四
十
人

（七
二
・
七

ど
）
が
少
年
で
す
。

冬
休
み
を
前
に
、
子
ど
も
の
行
動
や

所
持
品
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

外
出
、
寝
る
前
は
カ
ギ
を
忘
れ
ず
に

農
家
の
方
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
記
入
さ
れ
、
来
年

一
月
十
日

（土
）

ま
で
に
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

な
る
、
こ
の
申
請
書
を
提
出
し
な
け

れ
ば
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
に
は
投
票

許
す
な

極
左
の
テ
国

・
ゲ
リ
ラ

テ
ロ
、
ゲ
リ
ラ
の
犯
人
は
、
善
良
な

市
民
の
車
を
使
っ
て
殺
人
な
ど
を
犯
し

て
い
ま
す
。

愛
車
の
被
害
防
止
に
十
分
注
意
し
ま

し

よ

う

ｏ

酒

、

そ

の

一
杯

が

事

故

の
も

と

交

通
事

故
を
起

こ
し
、

ま
た
交
通
事

故

に
あ

っ
た
本

人
、
家
族

の
非
惨

さ
を

知

っ
て

い
ま
す

か
。

筑
後
市
内

で
、
十

一
月

ま
で
に
交
通

事
故

で
負
傷

し
た
人
は
三
百
八
十

人
も

い
ま
す
。
重
傷
事
故

の
ほ
と
ん
ど
が
飲

酒

運
転

に
よ
る
事
故

で
す
。

家
族
を

路
頭

に
逃

わ
す
飲
酒

運
転

は

絶
対

に
や
め
ま
し

ょ
う
。

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
田
ま
た
は
畑
の
耕
作
面
積
が
十
ア
ー

ル

（約

一
反
歩
）
以
上
の
世
帯
の
人
が

対
象
で
す
。

■
昭
和
六
十

一
年
二
月
二
十

一
日
現
在

で
満
二
十
歳

（昭
和
四
十

一
年
四
月

一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
）
以
上
で
年
間

約
六
十
日
以
上
耕
作
に
従
事
す
る
者
で

す
。

（耕
作
に
従
業
し
て
い
な
い
人
は

記
載
で
き
ま
せ
ん
）

詳
し
く
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局

（

電
五
三
―
四

一
一
一
、
内
線
二
五
三
）

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

来
年
は
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の
年
で
す

年
賀
状
は
二
十
日
ま
で
に

年
賀
状
の
受
付
が
、
十
二
月
十
五

日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

年
末
押
し
迫
っ
て
か
ら
出
さ
れ
る

方
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
そ
の
た
め

元
旦
配
達
に
間
に
合
わ
な
く
な
っ
た

と
い
う
例
も
あ
り
ま
す
。

年
賀
状
は
早
め
に
準
備
し
て
、
な

る
べ
く
十
二
月
二
十
日
ま
で
に
出
し

学
，
し
ょ
】っ
。

地

域

福

祉

大

学

に

参

加

し

ま

せ

ん

か

筑
後
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

高
齢
化
社
会
へ
の
移
行
や
家
族
機
能

の
変
化

（低
下
）
な
ど
で
生
じ
た
、

広
範
に
わ
た
る
福
祉
問
題
に
つ
い
て

考
え
る

「地
域
福
祉
大
学
」
を
次
の

要
領
で
開
催
し
ま
す
。

②
期
間
　
昭
和
六
十
二
年

一
月
十

一

日

（日
）
～
二
月
八
日

（日
）
ま
で

の
隔
週
日
曜
日

（五
日
間
）

⑮
会
場
　
仕現
後
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
三
階
大
会
議
室

醒
受
講
資
格
　
佑現
後
市
ま
た
は
近
郊

に
住
ん
で
い
る
人

（た
だ
し
、
最
低

三
日
以
上
の
受
講
が
条
件
）

⑮
定
員
　
百
人

餞
受
講
料
　
無
料

申
し
込
み
そ
の
他
詳
し
く
は
、
筑

後
市
社
会
福
祉
協
議
会

（電
話
　
五

二
―
二
九
六
九
）
へ
。

マ
ス
コ
ッ
ト
募
集

―
と
び
う
め
団
体
―

昭
和
六
十
五
年
福
岡
県
で

「と
び

う
め
国
体
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

現
在
テ
ー
マ
・
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
テ

ー
マ
カ
ラ
ー
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
等

が
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
で
は
、

よ
り
県
民
に
親
し
ま
れ
る
国
体
に
す

る
た
め
、

「と
び
う
め
国
体
」
の
マ

ス
コ
ッ
ト
を
募
集
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

募
集
要
領
は
、
次
の
と
お
り
、

⑬
応
募
資
格
　
制
限
な
し

⑮
応
募
方
法
　
▽
用
紙
は
Ｂ
五
判
▽

色
数
は
自
由
▽
自
作
、
未
発
表
の
も

の
に
限
り
何
点
で
も
▽
デ
ザ
イ
ン
の

裏
面
に
簡
単
な
説
明
、
住
所
、
氏
名

年
齢
、
性
別
、
職
業
、
勤
務
先

（在

学
者
は
学
校
名
、
学
年
）
、
電
話
番

号
を
記
入
▽
折
り
ま
げ
な
い
で
送
付

⑮
応
募
期
間
　
昭
和
六
十
一
年
十

一

月
二
十
五
日
（火
）～
昭
和
六
十
二
年

一
月
二
十
一
日

（土
）

そ
の
他
詳
し
く
は
、
第
四
十
五
回

国
民
体
育
大
会
福
岡
県
準
備
委
員
会

事
務
局

（電
話
〇
九
二
―
六
五
一
―

一
一
一
一
内
線
二
四
二
三
）
へ
。

嘲

(3)
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卜
用
の
ガ
ン
検
診
、　
一
般
成
人
検
診

で
、　
．
応
今
年
度
の
検
診
事
業
が
終
わ

り
ま
し
た
。

こ
と
し
は
う
れ
し
い
こ
と
に
、
令
般

的
に
受
診
者
が
伸
び
ま
し
た
。
（図
１
）

そ
こ
で
今
用
は
、
受
診
者
数
か
ら
み

た
検
診
分
析
を
し
て
み
ま
し
た
。

〔胃
ガ

ン
検
診
〕

四
百
人
以
上
増
え
る

（受
診
イ

．
丘

・
四
ｔ
）
で
、
昨
年
よ

り
四

一
六
人
増
え
、
当
初
の
見
込
み
を

ｉ
ｌｒｆ
人
意
ど
に
同
わ
り
ま
し
た
。

受
診
率
平
均

．
丘

・
四
£
を
Ｌ
同
わ

っ
た
行
政
区
が
二
六
区
、
ド
ー，‐Ｉ
わ
つ
た

区
が
二
人
区
あ
り
ま
し
た
。

受
診
状
況
を
校
区
ご
と
に
み
て
み
る

と
、
ナ
ン
バ
ー

・
ワ
ン
は
ド
狂
校
区
の

＾
九

・
六
綻
を
は
じ
め
、
水
田
校
区
が

．
Ｌ

・
八
£
、
西
↑
川
校
区
、
筑
後
北

校
区
、
１
川
校
区
が

．
六
ｔ
台
で
し
た

図 1.伸びた受診者数 (全市)

胃

ガ

ン

検

診

こ
と
し
の
受
診
者
は
‥

、八

．
１
人

鞠
一／／
枷オ″

/＼ ‐

６‐
年
度
各
種
検
診
結
果

か
ら
―

反
面
受
診
率
が
平
均
を
ド
田
わ
っ
た

の
が
水
洗
校
区

．
〇

・
ｉ
貧
、
筑
後
校

区

．
一
・
九
金
、
古
川
校
区

．
二

・
ｉ

綻
で
し
た
。

ナ

ン

バ

ー

ワ

ン

は

北

牟

田

の

３６

％

行
政
区
ご
と
に
受
診
率
を
み
る
と
、

ナ
ン
バ
ー
・
ワ
ン
は
北
牟
田
（．∴
弁
Ｌ

で
、
統
い
て
馬
問
田
南
（．
ち八

・
丘
■
）

折
地
作
出

（ｉ
Ｌ

・
ｉ
ｔ
）
の
順
で
、

順
位
が
昨
年
と
少
し
変
わ
り
ま
し
た
が

ベ
ス
ト

・
ス
リ
ー
は
同
じ
顔
ぶ
れ
で
し

た
。
（表
１
）

昨
年
よ
り
受
診
者
が
大
幅
に
増
え
た

行
政
区
は
、
前
津
、
久
富
、　
＾
条
、
に

原
々
、
徳
久
、
野
町
で
す

（表
２
）

こ
れ
は
、　
一
人

一
人
が
検
診
に
日
党

め
た
こ
と
と
地
域
で
の
受
診
中
し
合
わ

せ
な
ど
、
射
人
団
体
な
ど
の
取
り
組
み

も
あ
っ
た
よ
う
で
、
た
い
へ
ん
草
ば
し

い
こ
と
で
す
。

逆
に
受
診
率
が

一
〇
綻
に
満
た
な
い

行
取
区
は
山
ノ
井
中

（し

・
六
貧
）
、

和
泉
束

（九

・
七
雀
）
、
西
原
西

（八

・
二
綻
）
、
西
原
束

（二
ど
）
、
滞
口

前

（八

・
六
ど
）
、
鶴
川

（九

・
丘
貧
）

水
門
ド

（九

・
六
綻
）
、
足
島

（八

・

六
貧
）
、
船
小
屋

（六
゛
七
寵
）
、
芯

（九

・
八
£
）
、
市
用

（九

・
ｉ
ｄ
）

古
鳥

（九

・
し
寵
）
、
井
川
ド
（八
往
）

万
才

（八

・
八
だ
）
、
西
牟
Ⅲ
町

（八

・
九
ｄ
）
の
卜
五
行
政
区
で
し
た

こ
れ
ら
の
区
の
指
さ
ん
に
は
、

来
年
は
ぜ
ひ
た
く
さ
ん
の
方
が
検

診
を
受
け
て
い
た
だ
く
よ
う
に
働

き
か
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

男

性

受

診

者

次
に
受
診
者
を
男
女
別
に
分
類

し
て
み
ま
す
と

一
、
八

＾
二
人
の

う
ち
女
性
が

ぃ
、
二
九
二
人
、
男

性
が
五
六
〇
人
で
し
た
。
だ
い
た

い
二^
人
の
う
ち
二
人
が
女
性
と
い

う
こ
の
比
率
は
、
過
去
正
午
問
変

わ
り
ま
せ
ん
。　
一
方
、
ガ
ン
の
発

生
４
は
止
卜
し
年
か
ら
み
る
と
、
男
ｔ

人
に
対
し
て
女
性
は
二
人
で
、
圧
倒
的

に
男
性
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
男
性
は
白
覚
症
状
の

あ
る
人
が
多
く
受
診
さ
れ
て
い
る
、
と

い
う
こ
と
も
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が

体
質
や
環
境

（食
生
活
、
飲
酒
、
喫
煙

な
ど
も
含
ん
だ
環
境
）
と
い
っ
た
こ
と

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
条
件
か
ら
男
性
に

Ｈ
ガ
ン
が
，Ｉｉ‐
米
や
す
い
と
い
う
こ
と
が

統
計
的
に
は
言
え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

今
後
は
、
男
性
の
受
診
者
を
増
や
す

工
人

（例
え
ば
男
性
向
け
の
Ｐ
Ｒ
、
日

曜
日
検
診
な
ど
）
を
考
え
る
必
要
が
あ

り
そ
う
で
す
。

検

診
は
自
分
の
た
め

少

し

は

が

ま

ん

も

「検
診
が
必
要
な
こ
と
は
わ
か
っ
て
い

る
が
、
バ
リ
ュ
ー
ム
を
飲
む
の
が
…
」

と
い
っ
た
話
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
ま

た

「精
密
検
査
の
通
知
が
き
て
宵
カ
メ

ラ
を
飲
ん
だ
が
、
も
う
検
診
は
コ
リ
ゴ

リ
だ
」
と
い
っ
た
こ
と
も
聞
き
ま
し
た

胃
検
診
は
子
宮
ガ
ン
検
診
な
ど
に
比

べ
る
と
、
た
し
か
に
苦
痛
を
と
も
な
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
が

「異
常

な
し
」
と
わ
か
れ
ば

″大
き
な
安
心
″

と
な
っ
て
返
っ
て
き
ま
す
。

検
診
は
何
よ
り
も
、
自
分
白
身
の
た

め
の
も
の
だ
と
思
っ
て
、
ぜ
ひ
今
後
も

検
診
を
受
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（次
を
は
■
宮
ガ
ン
検
診
）

｀
セ 1

/
1 648

一般検診

1437

子宮ガン検診デ上

胃ガン検診

61年

表 1.胃 ガン検診の受診率ベスト5

表 2.昨年より受診者が大幅に増えた行政区

少

な

い

）
保
健
衛
生
だ
よ
り
）
ほ
け
ん
え
い
せ
い
　
骸

保
健
衛
生
だ
よ
岬

順位 行 政 区 受 診 者 数 受  診  率
1 ′|し   41  ‖| t8 人 360%
, |1511打 |II I辛 , 37 28 5

3 折 地 作 lH 9 27 3

4 |II 有l lll _'3 27 1

5 li常 久 16 26 7

行 政 区 今年度受診者数 前年度受診者数 ナ曽 力口 数
前   津 79人 34 人 45人
久   富 85 54 31

条 64 43 31

1生  栃〔 々 80 54 26

徳    久 44 25 19

ll'      W丁 45 26 19

(d4卜)
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赤
ち
や
ん
登
場

①

横 溝 祐 子 ちゃん

(罐和60年 11月 24日生)

横溝敬― さん (35)、 千恵子 さ

ん(33)の 長女。 〔停車場区〕

音楽 を聞いた り、オロ撲 を見

るとご気嫌です。「素直で優

しぃ、だれからも好かれる人

に育ってJ と千恵子さん。

予
防

核
煙

保
健
セ
ン
タ
ー

ー
時
３０
分
～
２
時
３０
分

■
三
種
混
合

（ゾ
フ
テ
リ
ア

・
市
日
咳

・
破
傷
風
）

２４
日
　
市
内
企
域

覇
対
象
者
は
生
後
ニ
ト
四
カ
刑
か
ら
四

ｒ
八
カ
用
未
満
の
な
ｒ
さ
ん
で
す
。　
＾

期
は
■
歳
に
な
っ
て
か
ら
毎
用
統
け
て

ｉ
‐ユーー
し
ま
す
ｏ
ｌ
期
は

一
削
終
了
後
、

一
年
か
ら

一
年
半
の
間
に
一
回
し
ま
す

こ
の
間
に
接
種
で
き
な
か
っ
た
と
き

は
、
Ｌ
卜
‐
力
用
を
限
度
に
一
．種
混
合

（ゾ
フ
テ
リ
ア

・
破
傷
風
）
を
う
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

一流
感
）

「
日
　
も
れ
た
人
だ
け

⑮
対
象
杵
は
二
歳
以
卜
の
市
民
の
方
で

す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ヮ
ク
チ
ン
は

四
迎
問
の
間
隔
で
二
田
接
種
し
な
い
と

先
友
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
〔
卜

．
月
に

１
同
日
の
接
髄
が
で
き
な
か

っ
た
人
は

最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
か
ら
必
ず
な
い

で
く
だ
さ
い
。

⑩
料
金
　
一ｉ
歳
か
ら
高
校
生
ま
で
は
無

料
め
人
人
は
二
百
円
が
必
要
で
す
の

な
る
、
ＦＩＩ
鑑
を
必
ず
持

っ
て
き
て
く

だ
さ
い
じ

お楔

象
豚
　
⌒犯
幼
児
シ

保
健
セ
ン
タ
ー

ー
時
３０
分
～
２
時
３０
分

■
乳
児

（四
カ
月
児
）
検
診

‐６
日
、
飩
午
８
用
生
ま
れ
の
乳
児

身
長
、
体
■
測
定
の
ほ
か
、
内
科
仄

と
幣
形
外
科
医
の
診
察
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
米
養
士
に
よ
る
離
乳
食
指
半
や

保
建
研
に
よ
る
育
児
指
導

・
家
族
計
画

な
ど
の
説
明
を
し
ま
す
。
そ
の
後
、
小

児
が
ん

（神
経
芽
細
胞
腫
）
の
検
査
セ

ッ
ト
を
説
明
の
う
え
る
渡
し
し
ま
す
。

■

一
歳
半
児
の
検
診

１
日
　
昭
和
６０
年
５
用
生
ま
れ
の
幼
児

間
診
、
身
長
、
体
三
測
定
の
ほ
か
、
歯

科
医
に
よ
る
歯
の
検
診
が
あ
り
ま
す
。

当
日
、
会
場
で
麻
し
ん

（は
し
か
）
の

問
診
栗
を
お
渡
し
し
ま
す
。
栄
養
ゃ
保

育
に
つ
い
て
の
指
導
や
む
し
歯
予
防
の

ス
ラ
イ
ド
を
上
映
し
ま
す
。　
一
歳
半
は

発
達
の
重
要
な
区
切
り
で
す
。
必
ず
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

健

康

相

談

■
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

毎
週
水
躍
日
の
午
後
１
時
３０
分
か
ら

２
時
３０
分
ま
で
受
付
。
伊
隊
先
生
が
狙

七
命
す
。

■
保
健
セ
ン
タ
ー

５
日
と
１９
日
　

（第

一
・
第
二
金
醒
日
）

午
前
１０
時
３０
分
か
ら
Ｈ
時
３０
分
ま
で
受

■
農
協
馬
間
田
出
張
所

‐２
日

（第
二
金
曜
日
）
の
午
前
１０
時
３０

分
か
ら
Ｈ
時
３０
分
ま
で
受
付

■
水
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

２６
日

（第
四
金
曜
日
）
の
午
前
１０
時
３０

分
か
ら
Ｈ
時
３０
分
ま
で
受
付

金
曜
日
の
相
談
は
、
い
ず
れ
を
平
井

先
生
が
担
当
で
す
。

■
津
島
西
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

|

Ⅲ

|

樹

H

H

常
‖
¶

９
日

（人
）
午
後
１
時
３０
分
か
ら
２
時

３０
分
ま
で
受
付
。
柿
添
先
生
が
担
当
で

す
。
■
蔵
数
公
民
館

‐８
日

（木
）
午
後
１
時
３０
分
か
ら
２
時

３０
分
ま
で
受
付
。
架
城
先
生
が
担
当
で

す
。健

康
相
談
に
は
最
寄
り
の
会
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

な
る
、
四
十
歳
以
上
の
方
は
健
康
手
帳

を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
持
っ
て
い

な
い
方
は
会
場
で
お
渡
し
し
ま
す
。

風

し
ん
の
予
防
接
種

中
学
二
年
生
の
女
子
を
対
象
と
し
た

風
し
ん
の
予
防
接
種
を
行
い
ま
す
。

國
羽
犬
塚
中
学
校

２３
日

（人
）
午
後
１
時
３０
分
か
ら
学
校

で
し
ま
す
。
当
日
、
学
校
で
問
診
表
を

波
し
ま
す
の
で
、
体
温
を
測
り
、
必
要

事
項
を
記
入
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

⑮
筑
後
中
学
校

来
年

一
月
に
し
ま
す
。

妊

帰

相

談

■
保
健
セ
ン
タ
ー

（保
健
管
理
課
）

Ｈ
日
・
２５
日

（第
二

・
第
四
木
曜
日
）

午
前
９
時
３０
分
か
ら
‐２
時
３０
分
ま
で

初
妊
婦
を
対
象
に
妊
娠
中
と
産
後
の

生
活
指
導
、
保
育
に
つ
い
て
指
導
し
ま

す
。
ま
た
、
母
子
保
健
テ
キ
ス
ト
と
、

母
子
手
帳
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、　
一

回
は
必
ず
お
い
で
く
だ
さ
い
。

一
般
検
診
や
病
院
な

ど
で
糖
尿
病
と
診
断
さ

れ
た
方
、
そ
の
家
族
の

方
で
参
加
希
望
の
方
は

保
健
管
理
課

（電
五
三

―
四

一
一
一
）
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

３
日

（月
）
午
前
９
時

３０
分
か
ら
午
後
４
時
ま

で
＝
動
労
婦
人
セ
ン
タ
ー

２２
日

（月
）
午
前
９
時

３０
分
か
ら
‐２
時
ま
で
＝

勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー

な
る
、
来
年
は

一
月

十
九
日

（月
）
と
二
月

十
七
日

（人
）
に
開
き

ま
す
。
最
後
ま
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
保
健
管

理
課
ま
で
。

風
し
ん

と
は
、
春
さ
き
か
ら
初

夏
に
か
け
て
流
行
す
る

発
し
ん
性
の
感
染
症
で
す
。
俗
に

「■

日
は
し
か
」
と
よ
ば
れ
ま
す
。

妊
娠
初
期
に
こ
の
病
気
に
か
か
る
と

具
市
児
が
生
ま
れ
る
確
率
が
高
い
こ
と

か
ら
、
中
学
生
の
女
子
を
対
象
に
、
定

期
接
種
を
し
て
い
ま
す
。

(5)
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勤労感謝の日.にかわいぃ花束

11月 21日 と22日 、和泉幼稚園 (世良

田静江園長、105人)と 幸輪保育園 (水
町文彦園長、99人 )のかわいぃ園児 (

3～ 6歳)120人 が、毎日の仕事ありが

とうと手造りの花東を、ごみ収集の職

員や消防署、市長室などに贈った。

これは、23日勤労感謝の日を前に毎

年続けられているもので、贈 られた花

束は各課へ分けられ、市役所の中は、

かわいい贈 り物で華やかになった。

激励のタベを開く

プロ野球横浜大洋ホエールズ若菜嘉

晴捕手 (32、 若菜区出身)を 囲む激励
の夕ベカ乾o日 夜、 日若屋で行われ、若
菜選手の後援会 (牛島巌代表90人 )が
再発足 した。

若菜選手の地元後援会はライオンズ

時代の53年発足 したが、57年 に阪神を

退団、渡米したたF_ヽ活動を休んでいた。

若菜選手の大洋の正捕手として活躍

今回テレビの故郷紹介番組のため帰郷

したのを機会に後援会の再発足となっ

た。若菜選手は「郷土 (平和台)に来
たらまた本塁打を打ちます。 3年以内
には優勝 したい」と決意を披露した。

暮

ち

し

の
情

報

4

あ夕K

広 報 ち くご

‐２
月
８
日
ま
で
に
提
出
を
／

―
耕
作
面
積
の
増
減
な
ど
の
申
請
書
―

税
務
課
で
は
、
来
年
度
の
市

（県
）

民
税
の
課
税
資
料
と
す
る
た
め
、
農
家

を
対
象
に

「耕
作
面
積
の
増
減
」

「大

農
機
具
の
異
動
状
況
」

「作
物
の
作
付

申

し

込

み

は

２０

日

ま

で

に

―

し
尿
く

み

と

り
―

無

料

法

律

相

談

年
末
の
た
め
、
し
尿
く
み
と
り
は
、

二
十
九
日

（月
）
ま
で
で
す
。
年
内
く

み
と
り
の
申
し
込
み
は
二
十
日

（土
）

ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

二
十
日

（人
）
か
ら
一
月
五
日

（月
）

ま
で
休
み
の
た
め
、
二
十
日
以
後
に
申

し
込
ま
れ
た
場
合
は
、　
一
月
六
日
以
後

の
収
集
に
な
り
ま
す
。

状
況
」
な
ど
の
申
告
書
の
提
出
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

農
政
区
長
さ
ん
や
各
部
会
長
さ
ん
を

通
じ
て
申
告
書
を
配

っ
て
い
ま
す
の
で

十
二
月
八
日

（月
）
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
税
務
課
市
民
税
係

（電

五
三
―
四

一
一
一
、
内
線
三
二
四
）
ヘ

中
央
大
学
学
院
会
福
岡
支
部
で
は
、

歳
末
助
け
合
い
運
動
の

一
環
と
し
て
次

の
と
お
り
無
料
法
律
相
談
に
応
じ
ま
す

法
律
問
題
で
る
困
り
の
方
は
、
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

④
と
き
　
十
二
月
六
日

（上
）
午
前
十

水
道
管
の
凍
結
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

麗
と
こ
ろ
　
福
岡
市
中
央
市
民
セ
ン
タ

ー
ニ
階

（福
岡
市
中
央
区
赤
坂
二
丁
目

水
道
局
で
は
、
寒
波
に
よ
る
水
道
管

の
凍
結
防
上
の
た
め
、
各
家
庭
で
水
道

管
、
メ
ー
タ
ー
器
ボ
ッ
ク
ス
内
外
に
、

布
な
ど
を
か
ぶ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
呼

び
か
け
て
い
ま
す
ｏ

水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き
は
、
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
元
栓

（右
回
し
）
を

し
め
て
、
水
道
局
（五
三
―
四

一
一
一
）

か
指
定
業
者
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
局
指
定
業
者
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

的
筑
後
温
水
器

（折
地
）
五
一〒

三
を
三

黒
岩
さ
く
い
工
業
所

（羽
犬
塚
）五
二
―
二
五
人
六

五
―
八
、
電
男
〒
主
？
丑
三
）

⑬
相
談
員
　
中
央
大
学
学
員
奪
十業
生
）

弁
護
士
二
十
人
が
相

‐
…炎
に
応
じ
ま
す
。

石
貫
設
備

（
西
牟

円

）五
こ

十
七

二
九
五

的
井
日
水
道
（
下
妻
）瀬
高

〓
一十
二
六
六
三

熊
丸
施
行

（
下
北
島
）

五
三
―
四
五
八
四

的
牟
田
商
店
（和
泉
中
）
五
二
―
二
五
六
三

仰
三
洲
建
設

（赤
坂
）

五
三
―

一
二

一
六

蜘
小
宮
産
業
機
械

（
山
ノ
井
）

五
〒
主
全

④
西
部
設
備
工
業

（
山
ノ
井
）

五
〒
宅
宅

古
賀
設
備
工
業

（上
北
島
）
　

五
一一‐
七
〇
七
七

名

作

映

画

鑑

賞

会

市
名
作

映
画
鑑
賞
会

で
は
、
次

の
と

お
り
本
年

度

「
第
二
回
名
作

映
画
鑑
賞

会
」
を

開
き
ま
す
。

誘

い
合

っ
て
ご

鑑
賞
く
だ
さ

い
。

⑬
と
き
　
十
二
月
十
二
日

（土
）
午
後

七
時
か
ら
九
時
ま
で

⑮
と
こ
ろ
　
勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー

⑬
鑑
賞
料
　
無
料

園
映
画
の
題
名
　
座
頭
市
と
用
心
棒

（

岡
本
喜
八
監
督
）
、
勝
新
太
郎
、
三
船

敏
郎
出
演
の
カ
ラ
ー
百
十
分
映
画
で
す

詳
し
く
は
、
社
会
教
育
課

（五
三
―

二
五

一
六
）
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

「
‐‐６
番
」
て
な
あ
に
？

電
話
の
新
設
や
移
転
の
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ
電
話
番
号
が
十

一
月
十
九

日
か
ら
局
番
な
し
の

「
１
１
６
番
」
に

変
わ
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
無
料
で
す

な
る
、
ご
迷
惑
を
る
か
け
じ
ま
す
が

市
外

（瀬
高
局
な
ど
）
か
ら
筑
後
電
報

電
話
局
へ
の
申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

は
、
今
ま
で
ど
う
り

（〇
九
四
二
―
五

二
―
○
○
○
○
番
へ
）
お
か
け
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。
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十
二
月
二
十

一
日
を

基
準
日
に
し
て
工
業
統

計
調
査
、
石
油
等
消
費

構
造
統
計
調
査
が
行
わ

れ
ま
す
。

調
査
員
が
調
査
票
を

持
っ
て
お
伺
い
し
ま
す

の
で
、
年
末
年
始
の
お

忙
し
い
と
き
で
す
が
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

こ
の
調
査
は
、
製
造

業
を
対
象

に
出
荷
額
、
従
業
者
数

、

石
油

な
ど

の
消
費
量
な
ど
を

調
査

し

工
業

の
実
態
を
明
ら
か

に
し

て
国

や

地
方
自
治
体

の
工
業
関
係

の

い
ろ

い

ろ
な
計
画
や
施
策

の
基
礎
資
料

と
し

て
利
用
す

る
た
め

に
行

わ
れ
ま
す
。

調
査

の
内
容

は
、
統
計
以
外

の
目

的

に
使

用
す

る

こ
と
は
絶
対

に
あ

り

ま

せ
ん
。
事
業
所

（
製
造
業

）
の
皆

さ
ん

の
ご
協
力
を

お
願

い
し
ま
す
。

工
業
統
計
、
石
油
等
消

費
構
造
統

計
調
査

に

つ
い
て
の
お
問

い
合

わ

せ

は
、
企
画
課
広
報
統
計
係

（電
五
一〒

聖

〓
、
内
線
三

こ

ま

で
。

勤
労
婦
人

セ
ン
タ

ー

定

例

講

座

案

内

健
康
美
容
体
操
講
座

（
１

・
８

・

・５

・
２２
口

）
、
手
編

み
講
座

（
２

・

・６
日

）
、
古
川
校
区
婦
人
学
級

（
Ｈ

日
）
、
婦
人
大
学

（
１６
日

）
、
親
子

し
め
縄
づ

く
り

（
２．
日

）

原
爆
被
爆
者

二
世
の

無

料

健

康

相

談

日
本

公
衆
衛
生
協
会

で
は
、
次

の
と

お
り
原
爆
被
爆
者

二
世

に
対
し

て
無
料

健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

希
望

さ
れ
る
方

は
、
病
院

の
窓

田
Ｌ

申

し
出

て
健
康
診
断
を
う

け

て
く
だ

さ

⑬
と
こ
ろ
　
聖
マ
リ
ア
病
院

（久
留
米

市
津
福
本
町
四
二
二
、
電
二
五
十
二
二

一
一一
一）

國
対
象
者
　
被
爆
者
二
世
で
受
診
を
希

望
す
る
者

詳
し
く
は
、
福
岡
県
衛
生
部
予
防
課

（千弔
〇
九
二
十
六
二
二
十
〇
七
一六
）　
へ
。

し
め
縄
づ
く
り
講
座

社
会
教
育
課

で
は
、
次

の
と
お
り

「

親
子
し
め
縄
作

り
講
座
」
を
開

き
ま
す

国
と
き
　
昭
和
六
十
二
年

一
月
十
九
日

か
ら
二
十
四
日
ま
で
の
午
前
八
時
二
十

分
か
ら
十
時
ま
で
受
付

一-10月 の人の動き

出 生
死 亡
人口計 43,423人

(前 月より21人ナ曽)

男   20,701人

女   22,722人

世帯数 11,497戸

――――住民基本台帳 から

/10月 の交通事故状況

発生作数 30件 (273)

負傷者敷 36人 (350)
死亡者数  0人 (2)
※ ()内 は 1月 から10

月までの累計です。

◎死亡事故「ゼロ」は50日

(10月 31日 現在)

―筑後市交通安全対策協議会資卜|

51人

24人

わ
が
国
の
伝
統
あ
る
ワ
ラ
細
工

。
お

正
月
用
の
し
め
縄
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。希
望
者
は
、
十
二
月
十
五
日

（月
）

ま
で
に
社
会
教
育
課

（電
五
二
十
二
五

一
六
）
へ
中
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

鰻
と
き
　
十
二
月
二
十

一
日

（日
）
午

前
十
時
か
ら

国
と
こ
ろ
　
勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー

⑮
対
象
　
親
子
十
五
組

⑬
費
用
　
材
料
代

一
人
百
円

（大
人
も

子
ど
も
も

一
人
百
円
で
す
）

詳
し
く
は
、
社
会
教
育
課
へ
。

団

員

を

募

集

―
福
岡
県
青
年
の
船

―

県
で
は
、
日
中

。
日
韓
友
好

「福
岡

県
青
年
の
船
」
の
団
員
を
募
集
し
ま
す

希
望
者
は
、
今
月
八
日
か
ら
来
年

一
月

二
十
五
日
ま
で
に
市
福
祉
事
務
所
庶
務

係

（電
話
五
三
十
四

一
一
一
）
へ
中
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
参
加
費
用
は
現
在

未
定
で
す
が
、
人
万
円

（昨
年
実
績
）

以
上
の
見
込
み
。

青
年
の
船
は
、
来
年
五
月
十
六
日
か

ら
二
十
七
日
ま
で
の
十
二
日
間

「
に
っ

ぽ
ん
丸
」
で
中
華
人
民
共
和
国

（天
津

・
北
京
）
と
大
韓
民
国

（仁
川

・
ソ
ウ

ル
・
水
原
）
を
訪
問
し
、
友
好
親
善
を

深
め
ま
す
。
ま
た
、
国
際
的
視
野
を
広

め
郷
土
発
展
に
努
力
す
る
健
全
な
福
岡

県
青
年
を
育
成
し
ま
す
。

参
加
資
格
な
ど
詳
し
く
は
、
市
福
祉

事
務
所
ま
で
。

課騒が大活躍(ハンドボール)
3月 24日 ～28日 名古屋愛知県体育館

で行われた春の選抜大会と、10月 17日

山梨県塩山中体育館で行われた第41回

国体秋期大会のハンドボールの試合で

菰原克典君 (3年 =寛元寺)と 弥吉圭

一君 (3年 =流)が属する久留米工大

附属高校が優月券した。

ハンドボールは 7人制で、萩原君が

フローター、弥吉君がサイドを担当し

活躍した。 2人 とも「日本―になれて

うれしいです」と喜んでいた。

冒黎g究がみごと金・銅メダル
山梨県甲府市で開かれた全国身障者

スポーツ大会で、それぞれ金、銅メダ

ルを手にした西山賢さん (49)、 =写真、

車イスの人事と自武俊信さん (33)、 写

真右=が10日 28日帰着、近藤市長に報

告した。

西山さんは、こん棒投げで 11.02m

の大会新記録で優勝、車イス60m走で

は31秒 5で 3位。白武さんは障害急歩

80mで 34秒の記録で優勝、やり投げは

12mで 3位だった。

「

〓
ヽ

と
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家

庭

と

文

化

カントは、絵i町 グルーフ「象」

坂田滋子さん (尾島 )

〔児童向き〕 Φデョーダレ「風の

うた」 0デュラン「音楽のたねを
まいたヲ、使」 Ω栗原マ十子「さか

なにのま,1た ヨナのはなど」 畷木
下順 !i「俊寛鄭 Φ寺村海夫「名た
/1て いヒツチ博十」 Φしかたとん
「国境」 園庄野英二「ゆうれい♂`

足苦」 Φi青水達也「未来をもとめ
てひたむきに」 畷矢島栓「ムたち
の冬ごし」

〔一般向き

' 
駿高橋英彦「束アフ

リカllオ 史ヽ紀行」 國Hl中孝狂「飲1西
hi」  Φ野LI]:彰「判j市人類のゆく
え」 Φ農文協文化部「管I里 される

里予菜コ  Φ宮脇俊二「線路のない時
刻表」 §芝木好子「落葉の季節二
Φ沢木耕太郎「lt車 |よ /1_る 」 0近
藤紘―「要と娘の区|へ行った特派Jt」

醗佐多稲子「

'1の

宴」

〔日曜開館日

' 7日

。21日

昭和61年 12月 1日  393号

深
い
眠
り
を
い
つ
取
る
か

眠
り
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
必

す
Ｌ
も
こ
の
深
い
眠
り
が
朝
ま
で
統
い

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
．

一
方
、
疫
つ
き
が
な
い
と
哄
き
な
が

ら
、
市

っ
こ
う
朝
の
日
党
め
の
よ
い
人

は
、
深
い
眠
り
に
入
る
ま
で
に
時
間
は

か
か
っ
て
も
明
け
方
近
く
に
な
る
と
、

深
い
眠
り
を
十
分
取
っ
て
い
る
も
の
で

す
ぃと

の
よ
う
に
、
眠
り
の
ハ
タ
ー
ン
も

色
々
あ
り
ま
す
か
ら
、
陶
分
の
睡
眠
の

ハ
タ
ー
ン
を
知
っ
て
お
け
ば

「快
眠
」

を
得
る
方
策
を
児
つ
け
出
す
の
は
、
決

し
て
難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
ん
な
に

「素
喘
ら
し
い
夢
」
で
も

日
が
覚
め
て
も
記
憶
に
残
る

「夢
」
を

見
た
時
は

一快
眠
」
と
は
い
え
ま
せ
ん

寝
室
の
環
境
を

一
工
夫

心
地
よ
い
睡
眠
を
得
る
た
め
に
は
、

療
室
の
環
境
を
考
え
る
こ
と
も
大
切
で

と

「快
眠
」
が
得
ら
れ
な
い
よ
う

に
、
枕
の
高
さ
や
硬
さ
、
寝
室
の

晴
さ
や
静
け
さ
、
そ
し
て
温
度
な

ど
も
、
睡
眠
に
大
き
な
影
響
を
与

え
ま
す
。

ま
た
、
療
聞
者
は
ゆ
っ
た
り
と

し
て
吸
温
＝
の
高
い
ｔ
の
を
選
び

公
間
の
ド
若
〓
療
ら
時
に
は
す
べ

て
取
り
朴
え
ま
し
ょ
う
。

日
党
め
が
想
い
、
療
つ
き
が
悪

い
か
ら
と
い
っ
て
、
十
ぐ
に
睡
眠

業
に
慰
る
の
は
問
題
で
す
．
白
然

な
心
地
よ
い
睡
眠
を
得
る
よ
う
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

ス
カ
ッ
ト
ロ
が
党

め
、
す
ぐ
に
も
ふ
と

ん
か
ら
飛
び
出
し
た

く
な
る
よ
う
な
朝
は
、

「快
眠
」
だ
っ
た
と

い
え
ま
す
。　
一
方
、

日
を
開
け
よ
う
に
も
ま
本
た
が
な
か
な

か
開
か
ず
、
体
が
鉛
の
よ
う
に
重
た
く

感
じ
る
朝
は
、
睡
眠
が

一‐不
良
」
で
あ

っ
た
こ
と
を
反
省
し
、

「快
眠
」
を
得

る
Ｉ
夫
を
し
ま
し
な
う
。

睡
眠
に
は
リ
ズ
ム
が
あ
る

心
地
よ
い
日
党
め
の
朝
を
迎
え
る
た

め
に
は
、
大
切
な

″条
件
″
が
二
つ
あ

り
ま
す
。　
一
つ
は
睡
眠
時
間
で
す
。
成

人
の
場
合
で
七
時
間
か
ら
八
時
間
は
取

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
う

一
つ

は
、　
″深
い
眠
り
″
に
ひ
た
る
こ
と
で

す
。

Ｉ
市
な
眠
り
に
は
、
浅
い
は
り
と
深

い
眠
り
の
リ
ズ
ム
が
あ
り
ま
す
が
、
深

い
眠
り
の
時
間
は
意
外
に
短
く
、
八
時

間
の
睡
眠
中
の
と
た
の

一
時
間
足
ら
す

で
す
。
効
果
的
な
睡
眠
を
得
る
た
め
に

は
、
午
前
一
．時
こ
ろ
に
深
い
眠
り
に
入

る
工
夫
を
す
る
こ
Ｌ
で
す
。
仕
事
が
六
′

夜
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
は
、
谷

間
に
睡
眠
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
す
か
ら
、
睡
眠
時
間
を
多
く
す
る

必
要
が
あ
り
ま
十
。
ま
た
、
少
し
で
も

効
果
を
高
め
る
た
め
に
、
部
屋
を
吋
く

し
て
、
静
か
に
日
″
閉
じ
、
横
に
な
っ

て
い
る
時
間
を
長
め
に
取
る
Ｉ
夫
を
し

ま
ユし
ょ
・っ
。

眠
り
の
パ
タ
ー
ン
を
知
ろ
う

人
に
よ
っ
て
旋
つ
き
の
よ
い
人
と
想

い
人
が
い
ま
寸
ｃ
療
つ
き
が
よ
い
と
い

わ
れ
る
人
は
、
就
寝
後
出
も
な
く
深
い

フ
ト
ン
や
ベ
ッ
ド
が
軟
ら
か
過
ぎ
る

イ

押 暮
ら

し

の

中

の

フ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
は
、
①
加
工
し
や

す
い
②
性
く
て
丈
夫
①
こ
わ
れ
に
く
い

な
ど
の
特
性
が
あ
り
ま
す
ｏ
そ
の
た
め

ゎ
た
し
た
ち
の
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
利
用
さ
れ
、
食
器
や
食
品
容
器
に
も

多
く
彼
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
食
べ
物
を
の
せ
た
リ
パ
ッ

ク
し
た
り
す
る
ブ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
は

蒜
性
が
な
く
、
体
に
安
全
な
も
の
で
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
消
費
者
が

一
日
で
安
全
な

食
器
や
容
恭
で
あ
る
こ
と
が
分
る
日
安

と
し
て
Ｊ
Ｈ
Ｐ
マ
ー
ク
か
Ｐ
Ｌ
マ
ー
ク

が
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
を
ご
存
じ
で
す

か
。
こ
の
マ
ー
ク
が
つ
け
ら
れ
て
い
る

食
器
や
容
器
は
、
厳
し
い
試
験
に
合
格

し
か
′）
ル安
全
な
製
品
力と
い
う
わ
け
で
す
。

フ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
中
で
、
塩
化
ビ
ニ

ー
ル
は
、
最
も
普
及
し
て
い
ま
す
。
塩

ビ
食
品
衛
生
協
議
会
で
は
、
Ｊ
Ｈ
Ｐ
マ

ー
ク
を
、
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
以
外
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
か
ら
で
き
て
い
る
食
器

・
容

器
に
つ
い
て
は
、
ポ
リ
オ
レ
フ
イ
ン
等

街
生
協
議
会
が
Ｐ
Ｌ
マ
ー
ク
を
制
定
し

安
全
を
保
証
し
て
い
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
マ
ー
ク
は
、
と
も
に
食

器
ゃ
容
器
の
底
に
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す

グ
ル
ー
プ
紹
介
は
休
み
ま
す
。
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